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硬膜外脊髄通電療法はすぐれた除痛法として,特に慢

性隼痛.iL!J摺,-Lrll;膏真;:_-_.rJ(:伸上トー:ト∴ 今【‖肌J/言卜旺
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同法を施行し,良好な結果を得た殿で報告する.疾患は
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を中心をこ留置し,3/-且郡岩の刺激頻度で行った甲3例

であった書3例に埋め込み繭を施行Lたセ搾済機序は不

明であるが,通電碁こよる後角神経活動の変化や血流改善

効殿が考えられる書しびれの発症機序約解明やその治療

法の確立をこ硬膜外脊髄通電療法の寄与が期待される.
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